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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、英国のＥＵ離脱問題、中国の景気減速懸念に加え円高が進行

したことなどの影響で、依然として先行き不透明な状況で推移いたしました。

このような状況の中で、当社グループの当第２四半期連結累計期間の業績は、機械部門、鉄管部門、化成品部門

を中心に出荷が増加したことなどにより、売上高は前第２四半期連結累計期間比1,941百万円増収の45,717百万円と

なりました。

利益面では、増収の影響に加え、化成品部門、バルブ部門において収益改善が進んだことなどにより、営業利益

は1,144百万円(前第２四半期連結累計期間比779百万円増益)、経常利益は969百万円(前第２四半期連結累計期間比

817百万円増益)となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、「繰延税金資産の回収可能性に関する適用

指針」を適用したことなどで法人税等調整額を3,248百万円戻し入れた結果、3,930百万円(前第２四半期連結累計期

間比3,449百万円増益)となりました。

　

セグメントの業績は、次の通りであります。

「パイプシステム事業」は、売上高につきましては、鉄管部門において出荷が堅調に推移したことに加え、バル

ブ部門でも出荷が一部前倒しになったことで、前第２四半期連結累計期間比823百万円増収の26,033百万円となりま

した。

営業利益につきましては、増収による増益に加え、バルブ部門では高付加価値製品の出荷比率が増加したことな

どで、前第２四半期連結累計期間比396百万円増益の727百万円の営業利益となりました。

　

「機械システム事業」は、売上高につきましては、機械部門において鍛圧機の大型物件で売上が計上されたこと

などで、前第２四半期連結累計期間比1,080百万円増収の9,813百万円となりました。

営業利益につきましては、機械部門の大型物件において一部海外調達品の原価低減などが寄与し、前第２四半期

連結累計期間比131百万円増益の271百万円の営業利益となりました。

　

「産業建設資材事業」は、売上高につきましては、建材部門において空調製品、消音製品などの出荷が減少した

ものの、ＰＣａ製品の出荷が増加したことに加え、化成品部門において電力向け製品の出荷が一部前倒しになった

ことなどで、前第２四半期連結累計期間比37百万円増収の9,870百万円となりました。

営業利益につきましては、建材部門で土木製品、建築製品で利益率が改善したことに加え、化成品部門でも増収

による増益及び利益率が改善したことなどで、前第２四半期連結累計期間比349百万円増益の126百万円の営業利益

となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、現金及び預金などが増加した反面、受取手形及び売掛金などが減少し、

前連結会計年度末比1,181百万円減少の123,200百万円となりました。

一方、負債におきましては電子記録債務などが増加した反面、支払手形及び買掛金、長期借入金などの減少によ

り、前連結会計年度末比6,198百万円減少の69,434百万円となりました。

純資産におきましては、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上、退職給付に係る調整累計額などの増加によ

り、前連結会計年度末比5,017百万円増加の53,766百万円となりました。

《キャッシュ・フローの状況》

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、前連結会計年度末より

1,480百万円増加の18,486百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は5,931百万円となりました。これは売上債権の減

少による資金の増加、仕入債務の減少による資金の減少などによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は1,367百万円となりました。これは主に有形及び

無形固定資産の取得による支出などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は3,066百万円となりました。これは主に長期借入

金の返済、自己株式の取得によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年３月期の連結業績予想につきましては、概ね計画通りに推移する予定のため平成28年５月12日に公表い

たしました業績予想から変更はありません。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用)

一部の連結子会社は、法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上

の取扱い」（実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以

後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、この変更による当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

（２）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 17,055 18,539

受取手形及び売掛金 38,771 31,356

電子記録債権 1,163 1,302

商品及び製品 10,484 11,013

仕掛品 5,793 6,317

原材料及び貯蔵品 2,270 2,136

その他 2,076 1,975

貸倒引当金 △62 △40

流動資産合計 77,552 72,600

固定資産

有形固定資産

土地 15,209 15,215

その他（純額） 18,034 17,749

有形固定資産合計 33,243 32,965

無形固定資産

その他 702 644

無形固定資産合計 702 644

投資その他の資産

投資有価証券 10,872 10,831

その他 2,333 6,480

貸倒引当金 △321 △320

投資その他の資産合計 12,883 16,991

固定資産合計 46,829 50,600

資産合計 124,382 123,200
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 22,790 17,888

電子記録債務 2,859 5,233

短期借入金 21,759 21,514

1年内返済予定の長期借入金 3,061 2,564

未払法人税等 576 388

賞与引当金 1,438 1,592

その他の引当金 77 79

その他 6,071 4,762

流動負債合計 58,634 54,025

固定負債

長期借入金 7,385 6,050

引当金 11 11

退職給付に係る負債 8,426 8,565

その他 1,175 781

固定負債合計 16,998 15,409

負債合計 75,633 69,434

純資産の部

株主資本

資本金 31,186 31,186

資本剰余金 6,942 6,942

利益剰余金 14,241 17,894

自己株式 △1,093 △1,774

株主資本合計 51,276 54,248

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,794 1,904

繰延ヘッジ損益 7 2

退職給付に係る調整累計額 △4,823 △2,892

その他の包括利益累計額合計 △3,021 △984

非支配株主持分 493 502

純資産合計 48,749 53,766

負債純資産合計 124,382 123,200
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 43,775 45,717

売上原価 33,898 34,437

売上総利益 9,877 11,280

販売費及び一般管理費 9,512 10,135

営業利益 365 1,144

営業外収益

受取配当金 115 157

その他 85 101

営業外収益合計 200 259

営業外費用

支払利息 187 161

その他 226 273

営業外費用合計 414 434

経常利益 151 969

特別利益

投資有価証券売却益 418 26

特別利益合計 418 26

特別損失

減損損失 0 51

その他 4 8

特別損失合計 4 59

税金等調整前四半期純利益 566 936

法人税、住民税及び事業税 108 241

法人税等調整額 △27 △3,248

法人税等合計 80 △3,006

四半期純利益 486 3,943

非支配株主に帰属する四半期純利益 4 12

親会社株主に帰属する四半期純利益 481 3,930
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益 486 3,943

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,098 110

繰延ヘッジ損益 7 △5

退職給付に係る調整額 353 1,931

その他の包括利益合計 △738 2,036

四半期包括利益 △252 5,980

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △256 5,967

非支配株主に係る四半期包括利益 4 12
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 566 936

減価償却費 1,217 1,214

減損損失 0 51

貸倒引当金の増減額（△は減少） 91 △23

受取利息及び受取配当金 △118 △161

支払利息 187 161

売上債権の増減額（△は増加） 6,170 7,356

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,797 △918

仕入債務の増減額（△は減少） △1,662 △2,942

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 346 797

有価証券及び投資有価証券評価損益（△は
益）

4 0

有価証券及び投資有価証券売却損益（△は
益）

△418 △18

有形及び無形固定資産除却損 8 8

その他 △831 △108

小計 763 6,354

利息及び配当金の受取額 196 215

利息の支払額 △175 △161

法人税等の支払額 △129 △477

営業活動によるキャッシュ・フロー 655 5,931

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券及び投資有価証券の取得による支
出

△243 △1

有価証券及び投資有価証券の売却による収
入

1,031 223

有形及び無形固定資産の取得による支出 △1,168 △1,486

有形及び無形固定資産の売却による収入 0 1

貸付けによる支出 △21 △100

貸付金の回収による収入 6 107

その他 △53 △112

投資活動によるキャッシュ・フロー △447 △1,367

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,677 △245

長期借入れによる収入 500 ―

長期借入金の返済による支出 △1,223 △1,831

リース債務の返済による支出 △33 △27

自己株式の取得による支出 △0 △793

自己株式の売却による収入 ― 92

配当金の支払額 △258 △258

非支配株主への配当金の支払額 △4 △4

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,698 △3,066

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1 △16

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,492 1,480

現金及び現金同等物の期首残高 18,726 17,005

現金及び現金同等物の四半期末残高 16,234 18,486
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
(単位：百万円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

パイプ
システム事業

機械
システム事業

産業建設
資材事業

売上高

外部顧客への売上高 25,209 8,732 9,833 43,775 ― 43,775

セグメント間の内部売上高
又は振替高

99 ― 186 285 △285 ―

計 25,308 8,732 10,019 44,061 △285 43,775

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

330 140 △222 247 117 365

注)１ セグメント利益又はセグメント損失(△)の調整額117百万円には、セグメント間取引消去17百万円、各報告セ

グメントが負担する販売費、一般管理費、試験研究費の配分差額24百万円及び棚卸資産の調整額75百万円が含

まれております。

２ セグメント利益又はセグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。

(のれんの金額の重要な変動)

該当事項はありません。

(重要な負ののれん発生益)

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
(単位：百万円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

パイプ
システム事業

機械
システム事業

産業建設
資材事業

売上高

外部顧客への売上高 26,033 9,813 9,870 45,717 ― 45,717

セグメント間の内部売上高
又は振替高

170 0 824 996 △996 ―

計 26,203 9,814 10,695 46,713 △996 45,717

セグメント利益 727 271 126 1,125 19 1,144

注)１ セグメント利益の調整額19百万円には、セグメント間取引消去9百万円、各報告セグメントが負担する販売費、

一般管理費、試験研究費の配分差額△209百万円及び棚卸資産の調整額220百万円が含まれております。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

「機械システム事業」セグメントにおいて、除却の意思決定を行った工場事務所棟について、減損損失を計上

しております。

　なお、当該減損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間においては51百万円であります。

(のれんの金額の重要な変動)

該当事項はありません。

(重要な負ののれん発生益)

該当事項はありません。
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